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【原著論文】

ゴシックの悪漢としての「ピサロ」
―『ペルーのスペイン人』の歴史的背景

市川　　純

外国語学研究室

“Pizarro” as a Gothic Villain: 
Historical Backgrounds of The Spaniards in Peru

Jun ICHIKAWA

Abstract: In his “Preface” to Lyrical Ballads (2nd ed. 1800), William Wordsworth blames “frantic 
novels” and “sickly and stupid German Tragedies” for driving the works of Shakespeare and Milton 
into neglect. The term “frantic novels” refers to the Gothic romance of the age, and “German Tragedies” 
was used to describe especially the ones written by the German playwright August von Kotzebue. 
English translations and adaptations of his tragedy Die Spanier in Peru, oder Rollas Tod (1796) were highly 
popular in English theaters. Even the name of “Monk” Lewis, who produced a translation, Rolla, or the 
Peruvian Hero (1799), can be found alongside Ann Plumptre (The Spaniards in Peru, or the Death of Rolla, 
1799), Thomas Dutton (Pizarro in Peru, or the Death of Rolla, 1799) and Richard Brinsley Sheridan (Pizarro, 
1799).

Compared to the rich resources available for the study of Gothic romance, The Spaniards in Peru has 
not been discussed enough to estimate its literary value. However, this drama about the Spanish con-
queror Pizarro’s cruel deeds against the Peruvian people and their resistance can still be closely com-
pared with Gothic romance. If we look at the play from the literary, historical, and social perspectives, 
we find that Pizarro embodies certain Gothic characteristics that have been pointed out by Gothic 
scholars like his tyrannical deeds and character, which is reminiscent of Gothic villains and the 
depiction of Spanish cruelties in Peru designed to rouse the English audience’s/reader’s anti-Catholic 
feelings. At the same time, dramatizing the Spanish conquest of the Peruvian people was relevant to 
the anti-slavery controversy and the trend of philanthropy in the English literary society of this age, a 
subject that has recently been taken up for discussion among English Romantic scholars. In other words, 
The Spaniards in Peru is a kind of literary crossroad that connects the study of Gothic romance and of 
English Romantic literature.

This paper discusses Kotzebue’s The Spaniards in Peru by juxtaposing it with the contemporary Gothic 
romance and tracing its literary value against the context of Gothic characteristics. By empirically exam-
ining the play’s popularity in its historical context, we can discuss its political aspects. Furthermore, 
such a comparison could show some unmissable relationships between the narrative of The Spaniards in 
Peru and some of the issues raised by the study of post colonialism and orientalism. This methodology 
rewards the study of both Gothic literature and English Romanticism.

要旨： ウィリアム・ワーズワスは『抒情民謡集』第 2版（1800）の序文において，「狂った小説」や
「気分の悪い馬鹿げたドイツの悲劇」によってシェイクスピアやミルトンの作品が無視される状況に追
い込まれていることを批判している。ここでいう「狂った小説」とは当時のゴシック・ロマンスを指し，
「ドイツの悲劇」は特にドイツの劇作家アウグスト・フォン・コツェブーによって書かれた作品を示し
ている。コツェブーの悲劇の中でも『ペルーのスペイン人，またはロラの死』（1796）は英語への翻訳
や翻案がいくつも作られ，イギリスの劇場で多大な人気を獲得していた。ここには『ペルーのスペイン
人，またはロラの死』（1799）として翻訳したアン・プランプトリの他，『ペルーのピサロ，またはロラ
の死』（1799）のトマス・ダットン，『ピサロ』（1799）のリチャード・ブリンズリー・シェリダンに加
え，『ロラ，またはペルーの英雄』（1799）の訳者「マンク」・ルイスの名も見られる。
ゴシック・ロマンスの豊富な先行研究に比べ，『ペルーのスペイン人』はこれまでその文学的価値を
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なお，ゴシック・ロマンスとの関連について議論す
る前提として，既に論じた話題ではあるが，『ペルーの
スペイン人』が人気を博した当時の状況について，こ
こで簡単に整理しておく。ワーズワスが『抒情民謡
集』を執筆した頃のイギリスでは，ゲーテやシラーと
いった現在に至るまで文学的評価の高いドイツ人文学
者の作品も英訳されていたが，その一方でコツェブー
の作品は大衆的人気が極めて高く，ドゥルリー・レー
ン（Drury Lane）やコヴェント・ガーデン（Covent 
Garden）といった劇場においては，一時期シェイクス
ピア作品よりもコツェブー作品を上演していた可能性
の方が 6倍高い計算になるという 4)。特にスペインの
征
コンキスタドール

服 者の一人であるフランシスコ・ピサロ（Francisco 
Pizarro）を主人公にした悲劇『ペルーのスペイン人』
はドイツでもかなりの人気を獲得しており，これが
様々な翻訳家によって英訳され，その中にはゴシック
小説『マンク』（The Monk 1796）の作者として知名度
の高いマシュー・グレゴリー・ルイス（Matthew 
Gregory Lewis）も含まれる。また，リチャード・ブ
リンズリー・シェリダン（Richard Brinsley Sheridan）
による翻案では当代の名優ジョン・ケンブル（John 
Kemble）やサラ・シドンズ（Sarah Siddons）らが起
用されて多くの観客を動員し，シェリダンの翻案は一
年で 20版も刊行された 5)。コツェブーの名声はその後

序

ワーズワス（William Wordsworth）は『抒情民謡集』
（Lyrical Ballads）第二版（1800）の序文の中で，「狂っ
た小説」（frantic novels）と「気分の悪い馬鹿げたドイ
ツの悲劇」（sickly and stupid German Tragedies）に
よって，イギリスの偉大な文学的遺産であるシェイク
スピアやミルトンの作品が追いやられている状況を批
判していた 2)。ここでいう「狂った小説」は当時流行
のゴシック・ロマンス，「気分の悪い馬鹿げたドイツの
悲劇」は英訳されて人気を博していたドイツの演劇，
具体的にはこの時代に一世を風靡したアウグスト・
フォン・コツェブー（August von Kotzebue）作の悲
劇と見られている。現代ではその名を聞くことも少な
くなったコツェブーであるが，彼の悲劇作品の中でも
とりわけ『ペルーのスペイン人，またはロラの死』（Die 
Spanier in Peru, oder Rollas Tod 1796，以下『ペルーのス
ペイン人』）は当時人気が非常に高く，それがどのよう
な作品で，いかなる理由でワーズワスに批判されてい
たのかなどについて，筆者は既に別のところで分析し，
論じた 3)。本稿はその議論を踏まえた上で，ワーズワ
スが上記序文で『ペルーのスペイン人』をゴシック・
ロマンスと並べて批判している点に注目し，両者の繋
がりについてさらに深く議論を展開する。

十分議論されてこなかった。しかし，スペイン人征服者ピサロがペルーの民に行った残虐な所業，およ
びそれに対する彼らの抵抗を描くこの劇作品は，ゴシック・ロマンスと比較考察すべき特徴を十分備え
ている。この作品を文学的，歴史的，また社会的視点から考察することで，ピサロがゴシック研究にお
いて指摘されているある特徴を備えていることがわかる。つまり，ピサロの暴君的な行いや性格はゴ
シックにおける悪漢の性質を持ち，ペルーに対するスペインの残虐な行為の描写はイギリスの観客や読
者の反カトリック的感情を煽る仕組みになっているのである。また同時に，スペインによるペルー人征
服を劇化することは，当時のイギリスの文学潮流における反奴隷制論争や博愛主義運動の高まりとも関
係している。これらの問題はイギリス・ロマン主義文学研究においても昨今取り上げられるようになっ
たテーマである。『ペルーのスペイン人』はゴシック・ロマンス研究とイギリス・ロマン主義文学研究
とをつなぐ作品であるといってよい。
本稿はコツェブーの『ペルーのスペイン人』を同時代のゴシック・ロマンスと比較考察し，ゴシック
の特徴と照らし合わせてその文学作品としての意義を探る。また，この劇の人気を歴史的文脈において
実証的に検証し，その政治的側面についても議論する。さらに，このような比較検証によって『ペルー
のスペイン人』で描かれている内容がポストコロニアル批評やオリエンタリズム研究によって提起され
る重要な問題とも関係していることを示す。この方法により，ゴシック文学研究とイギリス・ロマン主
義文学研究双方に有益な知見をもたらす。
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スペインやポルトガルの征服者が，その発見し制圧した島々や大陸を占有したのは，イエス・
キリストの名においてであった。十字架を樹てることは，新しい国土の正当化，清め，及び「新
生」と等しく，かくてバプティスマ（創造のわざ）をくり返すことなのである。同様に次には英
国の航海者たちが，その占領した領土の占有を，新たなる宇宙創造者たるイングランド王の名に
おいて行ったのである。―エリアーデ 1)
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王時代のものに近い演劇として，時代遅れながらも
受け入れられ，エリザベス時代の劇との類似点が非
常に目立つところでは，異なる性質が忘れられてし
まった。（2）当時の大衆の好みは，規則に従って執
筆する擬古典的な劇作家の堅苦しくお決まりの美的
作品に飽きていた。このあまりの単調さへの反動と
して，ドイツ演劇ほど新たな好みに合うものは他に
なかった。ドイツ演劇の主な特徴は何もかも大袈裟
であること―極端な恐怖，幸福と不幸のあり得な
い極度，半ば天使半ば悪魔の登場人物，なのであっ
た。（3）この時代の国内の劇作家における真の才能
の不在。8)

18世紀終わりのイギリス演劇の観客にとって，ドイ
ツの悲劇は新鮮で魅力的であったのだが，同時に観客
は過去のイギリス演劇に見出される要素を再び見出し
ていたというのだ。イギリスに流入したドイツの演劇
こそイギリス演劇の黄金時代の作品を想起させるもの
であり，エリザベス時代の演劇の名のもとに人々が求
めたものは，とにかく過剰な要素であった。それが時
には低俗なものへ向かう傾向があったことは英文学史
において明らかである。そしてそれはワーズワスが批
判した点でもある。
もっとも，ワーズワスも含め，ロマン派詩人たちも
演劇は書いていたが，実際に上演することが難しい内
省的な作品が多く，むしろ読むための演劇，書斎劇
（closet drama）へと向かう傾向があった。このため，
実際の舞台にかけられる作品を書けるかどうかという
点においては，引用にある「国内の劇作家における真
の才能の不在」が問題視される状況となり，それがド
イツ演劇の数多くの翻訳，そしてその盛んな上演を生
む理由ともなったのである。
では，コツェブーの演劇はこのような演劇状況の中
で成功を収める理由として，どのような特徴を備えて
いたのだろうか。クリストフ・ボード（Christoph Bode）
はコツェブー演劇の特色を以下のようにまとめている。

まず，彼の演劇は感傷的でメロドラマ的なお涙頂戴
ものである。恋人たちは誤解がもとで，あるいは名
誉に関わる誤った考えによって引き離されたり，ば
らばらになったりする。両親や子供たちは気まぐれ
や偏見によって別れ，友人たちは誤って互いを敵と
みなし，親戚は相互を赤の他人と誤解する。だが，
決まって最後は，子供たちが両親の腕に飛び込んだ
り，恋人たちが互いに永遠の貞節を誓ったりして，
皆が再び結びつき合い，全てが許される。ただし，
下劣な貴族や暴君，もしくは愚かな夢想家の詩人だ
けは大団円に加わることが許されない。9)

の文学史にまで刻まれるものとは言い難いが，彼の名
声が高まった時期はちょうどゴシック・ロマンスの人
気が頂点を極めた頃，つまり 1800年前後である。そし
てワーズワスが先の序文を発表し，両ジャンルを批判
したのも 1800年のことであり，文学史上の大きな潮流
と関係し合う問題を含んでいる。
本稿はワーズワスがゴシック・ロマンスとドイツの
悲劇という二つのジャンルを並列して批判していると
ころに必然性を見出し，そこからコツェブーの『ペルー
のスペイン人』が極めて重要な歴史的課題を提示する
ものであることを明らかにする。なお，コツェブーに
はこの作品以外にも人気を獲得した悲劇があるが，こ
こではとりわけ当時の社会現象とも言い得る「ピサロ・
フィーバー」6)を巻き起こした『ペルーのスペイン人』
に注目して議論を進める。最初に，この悲劇をゴシッ
ク研究において指摘されている特徴の一つである「悪
漢ヒーロー」（hero-villain）の観点から分析し，両者
共通の特徴を提示する。さらに，この「悪漢ヒーロー」
の登場する作品のテーマが当時の歴史的，社会的問題
への意識と密接につながっている点について論を進
め，『ペルーのスペイン人』の爆発的人気が起こった必
然性を明らかにする。最後にこれらの議論を踏まえ，
この作品がイギリスとスペイン，さらにはフランスと
の関係，そしてヨーロッパによる植民地政策や反奴隷
制運動といった政治的，また歴史的に重要な考察課題
を含んでいる点について論じる。ワーズワス自身が二
つのジャンルの共通した特徴をその本質に含んでいた
ことを意識していたかどうかは定かではないが，以上
の考察を深めることで，両ジャンルの密接な関連性と
その重要性について提示する。

悪漢ヒーロー

ドイツ悲劇の人気に対して批判的だったのは冒頭に
述べたワーズワスだけではない。この時代の文筆家ま
た慈善家として知られているハナ・モア（Hannah 
More）や『アンチ・ジャコバン・レビュー』（Anti-
Jacobin Review）のような保守的な立場の定期刊行物に
も批判的言説が見られる 7)。にもかかわらず多くの
人々がドイツの悲劇に熱狂していたのはなぜか，当時
ドイツ演劇が人気を博した理由についてその背景を探
り，ゴシック・ロマンスとの関連性の議論へと繋げる。
当時のドイツ演劇人気に関し，V・ストックリー（V. 

Stockley）は 19世紀初頭のある劇評を紹介し，ドイツ
演劇の熱狂を説明する三つの理由を挙げている。これ
は『ペルーのスペイン人』の人気について議論を組み
立てる上でも参考になる。

（1）それ［ドイツ演劇］はイギリスのエリザベス女
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るピサロの名を用いた例が拮抗して多いのは，それだ
けこの征服者が作品の主題としての役割に関わる重要
な存在であることを示している。実際，ロラを英雄的
な主人公としてみなすとしても，対照的に残虐な征服
者であるピサロの姿は強烈であり，悪漢としての大き
な存在感を漂わせている。そして後に詳述するように，
この悪役としてのピサロは当時の人気文学ジャンル，
ゴシック・ロマンスとも密接につながるのである。
では，この作品におけるピサロの存在感とはどのよ
うなものなのか，そしてそれがゴシック・ロマンスと
どうつながるのか，これらの点について以下に考察を
進める。なお，本稿では比較的コツェブーのオリジナ
ルに近いと思われるプランプトリの訳を考察の主な底
本とし，必要に応じてその他の訳を参照する。
舞台はペルーに設けられたピサロの天幕で始まる。
彼の残虐非道な征服者としての振る舞いが描かれる前
に，ピサロの恋人エルビラ（Elvira）とピサロの秘書
役で彼女に思いを寄せるバルベルデ（Valverde）10)が
登場する。そこではエルビラの言葉を通して，ピサロ
の魅力的な側面が語られる。以下は第 1幕第 1場のエ
ルビラのセリフの一節である。

彼［ピサロ］は自分の才能の力だけで，豚追いとい
う低い身分から偉大な軍人として高い階級に叩き上
げたのです。彼が小さな船に乗って，たった百人の
仲間たちと一緒に，見知らぬ世界を征服するために
パナマを出た時，私の心がこう囁きました。「きっと

0 0 0

豪胆な人なのね
0 0 0 0 0 0 0

」11)

エルビラは昔のピサロを回想しつつ，その偉大さに
魅了されたことを語る。上記引用の後にはさらに，命
を懸けて目的を遂げようとするピサロを「立派な人

0 0 0 0

だ
0

！
 

」と心のうちに叫んで讃えたことも語られる 12)。
エルビラによるピサロの肯定的な評価は，あくまで
過去の体験として勇ましかった姿のピサロに魅了さ
れたことを語るものだが，舞台は暴虐一辺倒にピサロ
を描くのではなく，あらかじめ勇敢な英雄的側面を提
示し，その後で冷酷無慈悲な言動を披露している。こ
のタイプの暴君，すなわち，観客もしくは読者に対し
て親しみを覚えさせたり，同情を惹き付けたりする魅
力を備えた暴君は，ゴシック・ロマンスの登場人物に
おける典型的な例の一つとして指摘されている。たと
えばホレス・ウォルポール（Horace Walpole）の『オ
トラント城』（The Castle of Otranto 1764）における
マンフレッド（Manfred）や，アン・ラドクリフ（Ann 
Radcliffe）の『ユードルフォの謎』（The Mysteries of 
Udolpho 1794）に登場するモントーニ（Montoni），さ
らには先に『ペルーのスペイン人』の翻訳者の一人と

「感傷的でメロドラマ的なお涙頂戴もの」という指摘
については，ストックリーの示した（2）の特徴とも重
なるところである。特にこれから詳細を分析する『ペ
ルーのスペイン人』に関しては非常に強い感情を描き
出す場面や，観客や読者に対して扇情的な台詞が繰り
広げられるところが多く，調和のとれた擬古典主義的
な美的感覚からすれば，過剰と見られる要素が極めて
大きい。また，ボードの上記引用は悲劇のみならず喜
劇も含めたコツェブー演劇の特徴を示すものだが，い
ずれにしても劇の展開はある程度パターン化してお
り，それは『ペルーのスペイン人』にも符合するとこ
ろがある。また，近しい人物同士が引き離されて最後
に再会して大団円に向かう流れは，『ペルーのスペイン
人』におけるクライマックスにおいても共通のもので
ある。こういった要素にかつてのエリザベス時代の演
劇の特徴も思い起こされ，さらに同時代のイギリス人
劇作家がコツェブーの作品を凌ぐ人気作品を提供する
こともできない状況の中，時代が求める演劇要素を多
分に含んだコツェブーの作品は，批判を受けながらも
莫大な人気を集め，特に『ペルーのスペイン人』は人々
を熱狂させていたのである。
この作品はコツェブー作品の中でも特に多くの翻
訳，翻案を生んでおり，またそれらが短期間のうちに
出版されている事実もこの悲劇の人気の高さを示して
いる。また，それぞれの英訳タイトルの相違点を見る
と，この作品の本質的問題が象徴されていることもわ
かる。アン・プランプトリ（Anne Plumptre）の英訳
ではタイトルが『ペルーのスペイン人，またはロラの
死』（The Spaniards in Peru; or, the Death of Rolla 1799）
と元のドイツ語タイトルに近く，マシュー・グレゴ
リー・ルイスは『ロラ，またはペルーの英雄』（Rolla; 
or, the Peruvian Hero 1799）と英訳タイトルをつけた。
逆に，対立するピサロを強調した題名を付ける翻訳や
翻案もあり，シェリダンによる翻案はその名も『ピサ
ロ』（Pizarro 1799），他にもトマス・ダットン（Thomas 
Dutton）による『ペルーのピサロ，またはロラの死』
（Pizarro in Peru, or the Death of Rolla 1799），ベンジャミ
ン・トムソン（Benjamin Thompson）による『ピサロ，
またはロラの死』（Pizarro, or the Death of Rolla 1801），
ウィリアム・ダンラップ（William Dunlap）の『ペ
ルーのピサロ，またはロラの死』（Pizarro in Peru; or, the 
Death of Rolla 1800）といった題もある。これらの翻訳，
翻案例の題名に明らかなように，題名にペルー人英雄
ロラを強調するか，対立するスペイン人征服者ピサロ
を強調するかという正反対の立場が生じていたのであ
る。
原題では命を賭したペルー人英雄ロラの個人名が示
されているが，上述した翻訳，翻案例において対立す
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るのかを探る。
大航海時代のスペインが南米に覇権を広げた時代の
征服者の一人として，ピサロを英雄視する向きもある。
だが一方で，その残酷な手法は征服戦争が行われた当
時のスペインにおいても論争になっている。ここでは
征服戦争の否定派と肯定派それぞれを代表する人物の
主張を確認し，『ペルーのスペイン人』との繋がりを考
察する。
ドミニコ会修道司祭のバルトロメ・デ・ラス・カサ
ス（Bartolomé de las Casas）は，ドミニコ会に入る以
前の 1502年に征服者の一人として新大陸に渡り，スペ
イン人征服者たちが南米の原住民に対して残虐非道の
極みを尽くすのを直接見聞した。その後スペインに帰
国し，スペイン軍による現地人への不当な拷問や殺
害などを報告し，征服戦争を強く批判する。これは
その後『インディアスの破壊についての簡潔な報告』
（Brevísima Relación de la Destrucción de las Indias 1552）
として出版される。
本書において，ラス・カサスはコツェブーの悲劇に
も描かれるペルーも含め，現ハイチ共和国及びドミニ
カ共和国のあるエスパニョーラ島やキューバ島，さら
にはフロリダ等，インディアスと呼ばれるこの地域一
帯に住む原住民インディオに対してスペインが行った
所業について，犠牲となったインディオの具体的な数
字を列挙し，次々と報告を重ねている。インディオの
性格については以下のように述べている。

神はすべての民族の中で，このインディアス一帯に
住む無数の人びとをことごとく，この上なく素朴で，
悪意や二心をもたない民として，また，きわめて恭
順で，もともと従ってきた土着の首長にも，また今
現在仕えているキリスト教徒にもじつに忠実な民と
して創造された。彼らは世界中のどの民族よりも謙
虚で辛抱強く，また，温厚でおとなしく，諍いや騒
動を好まない。また，彼らは口論したり不満を抱い
たりすることもなければ，人に怨みや憎しみ，それ
に復讐する気持ちを抱くこともない。16)

ラス・カサスの報告によれば，インディオは上記の
ような穏やかさをその性格の特徴とし，スペインから
到来した人間たちにも極めて親切に，友好的な対応を
していた。また，温厚な彼らに対するカトリックの聖
職者としての見解は以下のように書かれている。

インディアスの人びとは地上のどの民族より，明晰
かつ何ものにも囚われない鋭い判断力を具え，あら
ゆる秀れた教えを理解し，守ることができる。彼ら
はわが聖なるカトリックの信仰を受け入れ，徳高い

して挙げたルイスによる『マンク』における主人公ア
ンブロシオ（Ambrosio）などもそうである 13)。これら
の暴君的な人物の人間的な部分の程度や，読者がどれ
くらいその人物に同情，共感を抱けるのかという点に
おいてはそれぞれ差があるものの，ピサロの人物造形
はこれらのゴシック・ロマンスの系譜に沿うものとい
える。また，残酷で悪魔的性格の人物像は，先述した
ストックリーによるドイツ演劇に求められていたもの
とも一致する。
このように人を魅了しつつも残酷な側面を持った人
物は，ゴシック研究において「悪漢ヒーロー」と呼ば
れるものである。悪漢ヒーローとは「偉大な功績と恐
ろしい行為の双方に可能性を備えた，複雑で典型的に
人間らしい性格」14)であり，ピサロは勇敢なスペイン
人征服者としての魅力を持ちながら，またそれだけ一
層ペルー人に対する無慈悲な側面も強調されている。
ピサロの二面性は「自身が板挟みとなって，魅力的で
あるのと同程度に破壊的な人格でもあるというこの矛
盾を同時に貫かねばならない」15)という「悪漢ヒー
ロー」の特徴に一致するものだ。従って，悪漢ヒーロー
として作品の中心的人物に据えられているピサロは，
ゴシック・ロマンスとの強い繋がりを示すものである。
『ペルーのスペイン人』を例に考察する限り，ワーズワ
スが一緒に並べて批判した「狂った小説」と「気分の
悪い馬鹿げたドイツの悲劇」の間には有機的なつなが
りが見られ，これらは批判対象としてただ羅列されて
いるのではなく，共通した特徴を持つものとして並列
しているのだといえる。
『ペルーのスペイン人』は 18世紀末のイギリスにお
いて求められていた演劇作品の要素を十分に含み，さ
らに同時代に一般読者からの絶大な人気を得ていた
ジャンルであるゴシック・ロマンスとの共通点も兼ね
備えており，この悲劇がイギリスで人気を博した十分
な理由を備えているものと考えられる。ただ，この作
品の悪漢ヒーローはピサロというスペインの征服者で
あり，歴史上実在した人物である。この点は，イギリ
スとスペインの歴史的な関係性を考えれば，さらに深
く考察する必要があろう。そこで，ペルー征服におけ
るピサロの役割について，その是非を巡る論争の歴史
的経緯を次節で考察する。

ペルー征服に関する論争

コツェブーの劇で大きな存在感を示し，悪漢ヒー
ローとしての特色を持った残忍な人物として描かれる
ピサロであるが，歴史上の人物としての彼の評価はい
かなるものであったのか。ここでは彼の評価を巡る論
争を歴史的に検証し，歴史上の人物としてのピサロの
イメージがコツェブーの作品の人気とどう関係してい
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だけでなく，反スペイン的な運動を進める上での根拠
ともなり，そのためスペイン国内ではラス・カサスの
この書が批判される動きにもなった 19)。
ラス・カサスの主張とは反対に，スペインのユマニ
スト，およびアリストテレス学者であったフアン・ヒ
ネース・デ・セプールベダ（Juan Ginés de Sepúlveda）
は『第二のデモクラテス』（Ioannis Genesii Sepvlvedae 
artivm, et sacrae theologiae doctoris dialogus, qui 
inscribitur Democrates secundus de iustis belli causis 
1892）や『アポロギア』（Apologia Ioannis Genessi 
Sepvlvedae pro libro de ivstis belli cavsis 1550）を執筆し，
インディアス征服の正当性を論じている。その主張の
根拠について，以下に前者の一節を引用して示す。

習慣を身につけるのに十分な能力をもちあわせてい
る。すなわち，彼らは，神がこの世に創造されたあ
らゆる人間の中で，信仰へ導くのに障害となるもの
がとりわけ数少ない人たちである。インディアスの
人びとは信仰に関する事柄を知るようになると，そ
れを理解したり，教会の秘蹟や礼拝を実行したりす
るのに非常に熱心なので，聖職者は彼らの執拗な願
いを引き受けるためには，実際，神から忍耐という
特別な恵みを授かっていなければならないほどであ
る。17)

もちろんラス・カサスは異教の民へキリスト教を広
める使命を持っていたが，彼が目指していたのは平和
的な布教及び植民であった。暴力的な方法によるイン
ディアスの植民地化や，キリスト教に改宗させるため
の残虐な行為を容認するものではない。
だが，インディアスに対する暴虐はやまず，特にピ
サロによるペルー征服に関して，ラス・カサスは以下
のように批判している。

その無
ティラーノ

法者は 1510年以来，ティエラ・フィルメ地方
で，ほかの誰よりも長期間にわたり，ありとあらゆ
る残酷な所業や破壊に耽った連中のひとりである。
そのため，彼はペルーでは，よりいっそう残忍な振
る舞いや虐殺や略奪を重ねることになった。彼は信
義に背き，約束を守らず，ただひたすら村々を破壊
し，暮らしていた人びとを破滅させ，殺害していっ
た。それが原因となって，ペルーでは，その後もひ
きつづき，甚大な惨禍が繰りかえされることになっ
た。18)

本書における序詞や結辞などを除いた本編 21節の
中で，ペルーについての章は後ろから 2番目である。
既にそれまでの章で様々な残虐非道が具体的に記述さ
れているが，その中でもここで「無

ティラーノ

法者」の名で記さ
れているピサロはとりわけ悪逆な人間として捉えられ
ている。上記引用の後には，『ペルーのスペイン人』に
も登場するインカ国王を捕虜にして身代金の取り決め
をしたにも関わらず，膨大な金を受け取っておいて約
束を破り，王を絞首刑にしてさらには火あぶりに処し
たことが記されている。
このようにピサロを含むスペインの征服者の残酷さ
を示したラス・カサスの著作は各国語に翻訳された。
1598年に出版されたラテン語版以降はその残虐な振
る舞いを描く版画が挿入され，視覚的にもそのおぞま
しさが世界中に広まることになる（図 1，2）。そして，
カトリックもしくはスペインと対立する国々において
は，本書がスペインの非道さに対する反感を強く煽る

図 1　The Tears of the Indiansより 20)

図 2　The Tears of the Indiansより 21)



31

市川

メージはその後も消えないのである。特にイギリス文
学はエリザベス時代におけるスペインとの敵対関係以
来，このイメージを反映している。ある種の憧れや理
想化を伴った情熱的なスペイン人というイメージもあ
る一方，残酷な民族という偏見も交えた類型的なイ
メージは根強く，復讐劇として有名なトマス・キッド
（Thomas Kyd）の『スペインの悲劇』（The Spanish 
Tragedy 1592）はその一例といえよう。ルネサンス時
代が終焉を迎えてスペインが政治的な脅威でなくなっ
た時代においても，引き続きこの紋切り型スペイン人
像が利用されており，ディエゴ・サリャ（Diego Saglia）
によれば，18世紀に至ってもコツェブーの悲劇が流行
する以前にスペインの悪いイメージがプロパガンダと
して用いられていた 24)。
このようなスペイン表象の経緯を踏まえると，コ
ツェブーの作品において特徴的なのは，劇の内部にス
ペインの残虐な征服事業を大々的に批判する者を登場
人物の中に含めているところである。しかもそれは先
述したラス・カサスであり，ペルー人を奴隷にしよう
というピサロの企みを，舞台上でピサロの面と向かっ
て非難するのだ。

嗚呼，すでにあなたの強欲の無駄な犠牲となった何
百万人もの不幸な犠牲者を少しでも思い出してみな
さい！―あなたはこの人たちに神として受け入れ
られながら，悪魔としてやってきたのです！―彼
らは是非にと進んで自らの金や果物をあなたに与え
た。一方あなたはその見返りに彼らの妻や娘に暴行
したのです。―そんな非道は人間として許せず，
虐げられた者は不平をこぼし始めました。するとあ
なたは猟犬を送り込んで彼らを追い詰めようとし
た。一方，この地獄の追跡から逃れた人たちは，あ
なたが使うために自らの土地を耕すよう鋤を押し付
けられるか，あるいは金鉱に埋められて貴重な金で
あなたの飽くなき貪欲を満たさねばならなかったの
です。25)

ラス・カサスは自分の著書の中でピサロに対して批
判的であったが，ペルーに行って直接ピサロを非難し
たという史実はない。それが『ペルーのスペイン人』
ではこのように舞台上に登場し，ピサロ本人に向かっ
て直接その所業を止めようとすることで，歴史的文献
を超えた極めて劇的な効果を生んでいる。
だがピサロはラス・カサスの言葉によって方針を変
えることはなく，引き続き無慈悲な征服計画を進め，
インカ国王アタリバ（Ataliba）26)の娘と結婚して王位
を継ぐつもりでいる。もはやエルビラの愛情も失い，
冷酷に計画を進めていく。彼の冷酷な性格は，軍を離

君主に対する戦争は，先祖が立てた誓い，法律，そ
れに取り決めに違反し，国を大いに乱すことになり
ますが，野蛮人に対する戦争は自然法に基づき，そ
の目的は敗者に大きな利益をもたらすことにありま
す。すなわち，野蛮人はキリスト教徒から人間とし
ての尊厳の価値を学び，徳の実践に慣れ，正しい教
えと慈悲深い忠告を受けることにより，すすんでキ
リスト教を受け入れる心の準備をするようになるか
らです。22)

セプールベダの論調は，インディオに対する残虐な
行為そのものを直接認めるものではないが，「野蛮人」
とみなされる彼らをキリスト教の名のもとに征服し，
改宗させることは，インディオにも利するものであり，
これは自然法にも適うというのである。
また，現地で直接インディオの実態を見聞したラス・
カサスに対して，セプールベダはあくまで現地からの
報告でしかインディオについて知らない。にもかかわ
らず，インディオの宗教信仰に対しては非常に厳しく
批判的な見方を繰り広げる。

つまり，彼らは人間を生け贄にしなければならない
と考えているのです。彼らは人間の胸を引き裂き，
心臓をえぐり出し，忌まわしい祭壇に捧げ，そうし
て生け贄の儀式を行い，それで神々の怒りを宥めた
と信じています。そのうえ，それに飽き足らず，こ
ともあろうか，彼ら自身，生け贄の犠牲になった人
たちの肉を口にしているのです。そうしたことは人
間が犯すあらゆる悪行の中で最悪の罪業であり，哲
学者たちがこの上なく凶悪でおぞましい背徳行為と
みなしている犯罪行為です。23)

インディオは人身御供やカニバリズムのイメージを
伴った，悪魔主義的民族としてとらえられ，この野蛮
な人々をキリスト教信仰によって「救う」ことは理に
適い，そのための征服戦争は正当化されるというので
ある。セプールベダはアリストテレスや聖トマス，聖
書からの引用を随所に挟んで論拠とし，主張を推し進
めていく。ラス・カサスとは真っ向から対立し，以後
インディアス征服戦争の是非をめぐって激しい論争を
繰り広げたのである。
これらの激しい論戦，またヨーロッパ各国との政治
的関係などが作用して，1542年に「インディアス新法」
（Leyes y ordenanzas nuevamente hechas por su 
Majestad para la gobernación de las Indias y buen 
tratamiento y conservación de los Indios）が制定され，
以降激しい賛否両論はありながらも，インディオに対
する政策は改まっていく。だが，スペインの残酷なイ
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関係にあるのではなく，スペインの中にさらにもう一
つの対立構造があって，そのうちの一方がペルーとの
絆で強く結びついている。シェリダンの翻案は，スペ
イン人アロンソとペルー人との結びつきをさらに強調
し，ピサロを滅ぼすまでの力を付与しているのであ
る 29)。
このような展開の作品が書かれ，また人気を博した
背景には，当時のイギリスにおいて，スペインが 16世
紀におけるような大きな脅威ではなかったことが考え
られる。アメリカの植民地を巡る争いなどで対立関係
は依然としてあったが，アルマダの海戦の時代に味
わったような本国に差し迫る巨大な脅威として存在感
を示すものではなかった。従ってスペインを一面的に
悪としてのみ表象する必要性も陰り，昔からの偏見に
よるスペイン人のイメージはありながらも，悪一辺倒
ではなく，それを批判し，改めようとするイメージと
のせめぎ合いを含ませることもできたのである。『ペ
ルーのスペイン人』の登場人物の中で，同じスペイン
人でありながらも対立構造が見られるのは，この時代
のイギリスにおけるスペインのイメージを，ある種象
徴的な形で示しているといえよう。
『ペルーのスペイン人』が人気を博した 18世紀終わ
りにおいて，イギリスにとって脅威となっていたのは
スペインよりもむしろ，革命の起こったフランスであ
る。実際の政治状況から見れば，この作品のピサロと
その一味に重ね合わされるのは上演当時のスペインの
状況よりもフランスだったと思われる。この点につい
て，以下に考察を進める。
『ペルーのスペイン人』のイギリスにおける受容につ
いて，作品内部の特徴を検証した先行研究は少ないが，
その中でも最近の論考から本稿の議論の参考となるサ
リャとボードの見解を以下に示す。サリャは『ペルー
のスペイン人』をフランス革命との関係からイデオロ
ギー的に読解し，「もし国王ジョージが父権的な統治者
であるペルーの国王アタリバによって表現されていた
のなら，無慈悲な征服者たちはフランスの侵略者とし
て解釈された。その一方で，困難な状況で苦しむペルー
の人々は国の大義と同一視しえた」という 30)。ボード
もこの作品にフランスによる侵略の脅威を読み取って
おり，ピサロはナポレオンのような人物であり，コツェ
ブー自身もナポレオンを嫌っていた，またスペイン人
はフランス人，従ってペルー人はイギリス人を表す，
と主張している 31)。これらの主張は『ペルーのスペイ
ン人』がイギリスの観客や読者を熱狂させた頃の歴史
的状況に符合する。
過去のスペインの征服者を大々的に描く『ペルーの
スペイン人』は，上演当時のスペインの状況を生々し
く示すものではない。むしろ過去からの偏見も交えた

脱してペルー人女性コラ（Cora）と結婚したスペイン
人男性アロンソ（Alonzo）の幼い子供を発見した際に
も強烈な形で示されている。その悪魔的な表現は，ア
ロンソの親友であるペルー人の英雄ロラ（Rolla）の前
で以下のように放たれる。

この小さな頭を槍先に掲げるのはどうだ。―そし
て英雄アロンソが，目の前のもの全てを圧倒して，
密集した敵兵の間を激流のように押し分けて前に出
たとき，その進行を食い止める盛り土はなんだろう
か。―子供の頭だ。ほうら，英雄は彫像のように
動かなくなる。―手は麻痺して剣を落とす。―
目には恐怖を浮かべて血まみれの旗に釘づけだ。そ
こからまだ血が槍に滴っているのだ。嗚呼，これは
見ものだよ！ 27)

劇の最後でアロンソの息子はロラによって救われる
が，ロラはピサロの兵の攻撃によって致命傷を負い，
コラへの愛を告白しながら地に倒れる。
アロンソ，ロラ，そしてラス・カサスと比較して，
ピサロには悪漢ヒーローとしての特質が備わっている
とはいえ，劇の中盤以降は専ら残虐な性格の方が際
立っている。ラス・カサスの人道主義的な性格や，ア
ロンソとロラの友情と勇気，これらの描写が繰り返さ
れながら，対照的に対立軸として設定されているピサ
ロの残酷さは一層強くなっている。18世紀末のイギリ
スにおいて，スペインのステレオタイプなイメージは
特にピサロの性格造形に投影されている。だが，さら
に重要なのは，悪漢ピサロが対立する立場のラス・カ
サスやその弟子であるアロンソ，またペルー人英雄ロ
ラらによって批判されてもいることだ。つまり，同じ
作品の中で，スペインの征服戦争を描きながらも同時
にそれをスペイン人が批判する文学作品が 18世紀末
のイギリスで人気を博していたのだ。
ちなみにシェリダンによる翻案ではロラの死で舞台
は終わらず，その後，戦闘場面へと移行して，アロン
ソはピサロへの復讐を果たし，ロラの遺体を担いだ葬
列の場面によって幕を閉じる 28)。史実から逸脱した展
開であり，実際のピサロはその後インカ皇帝を処刑し
てこれが大問題となり，また，その最期はピサロと対
立して処刑されたライバルのディエゴ・デ・アルマグ
ロ（Diego de Almagro）の息子たちによる暗殺によっ
て遂げられている。シェリダンによるこの結末は，観
客に対する扇情的な効果を狙ったメロドラマ的展開の
ための翻案ともとれるが，ここでスペイン人による残
酷な所業が同じスペイン人によって罰せられ，その命
を滅ぼされていることは重要である。元来のコツェ
ブーの原作でもスペインとペルーは単純な二項対立の
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払い，この劇全体の中で最も非の打ちどころがなく，
共感（Sympathy）に値するものだとして高く評価され
ている 33)。ここに見られる，虐待に苦しむ被支配者へ
の人道主義的立場への高い評価は，当時のイギリスの
政治体制を巡って交わされていた言説とも関係してい
るのではないだろうか。この節では『ペルーのスペイ
ン人』の人気に対する歴史的検証として，さらにイギ
リス国内の政治状況，特に 18世紀後半に奴隷制を巡っ
て巻き起こった論争について取り上げる。
『ペルーのスペイン人』の先行研究において，18世
紀後半のイギリスにおける奴隷制度の問題を作品の分
析に含めたものは少なく，先に引用したサリャやボー
ドの考察にもこの問題は取り上げられていない。ドイ
ツの非常に古い研究では，ヴァルター・ゼリアー
（Walter Sellier）が『イングランドにおけるコツェブー』
（Kotzebue in England 1901）の中で，『ペルーのスペイ
ン人』以前のコツェブー演劇である『黒人奴隷』（Die 
Negersklaven 1796，英訳は The Negro Slaves 1796）が
英語に訳されてイギリスに登場した時，ちょうど奴隷
貿易が問題視され，博愛主義的な傾向の強かった点を
指摘してはいる 34)。だが，同書の『ペルーのスペイン
人』を論じた箇所ではこの問題に言及していない。匿
名の訳者による上記英訳版『黒人奴隷』の冒頭には，
奴隷貿易廃止に尽力した政治家ウィリアム・ウィル
バーフォース（William Wilberforce）に訳者からの
献 辞“Dedication, by the Translator, to William 
Wilberforce, Esq.”が捧げられており，コツェブーの英
訳作品の中では直接的にイギリスの奴隷制問題に関わ
るものである 35)。だが，この問題は『黒人奴隷』だけ
に限定されるものでなく，コツェブーの最大の人気作
『ペルーのスペイン人』にも関連付けて考究すべきもの
である。
イギリスでは 18世紀後半から奴隷貿易の問題が指
摘され始め，反対運動が盛んになる。1787年には先の
ウィルバーフォースの他，トマス・クラークソン
（Thomas Clarkson）やグランヴィル・シャープ
（Granville Sharp）らによって奴隷貿易廃止促進協会
（The Society for Effecting the Abolition of the Slave 
Trade）が設立されている。1792年にはスコットラン
ドの画家，および風刺画家であるアイザック・クルッ
クシャンク（Isaac Cruikshank）によって，黒人奴隷
への虐待を描いた絵も発表されている（図 3）。クルッ
クシャンクの絵は，奴隷貿易のもとで行われている残
酷な仕打ちを視覚的鮮烈さを伴って告発するものであ
り，ここで虐待を受けているのが若い女性であること
からも，後に述べる女性たちによる奴隷制廃止運動の
高まりに寄与したものである。だがこの絵が示唆する
のはそれだけにとどまらない。虐待される奴隷と冷酷

スペインのイメージを示し，史実にも脚色を施しなが
ら，実際のスペイン像とは違うものも指向している。
この劇に熱狂したイギリスの大衆にとって，ピサロや
その仲間たちの残酷な所業は当時最も脅威と感じられ
ていたフランスの行動を想起させるものだったのであ
り，いわば，彼らは同時代のフランスの脅威がスペイ
ンの歴史上の征服者の面を被った姿だったのである。
また，ゴシック・ロマンスの典型的な特徴には，カ
トリック世界を舞台にし，そこに反カトリック的な要
素が見られることもこれまでのゴシック研究でしばし
ば指摘されてきた。スペイン人を主人公にした『ペルー
のスペイン人』では，ラス・カサスのような聖職者の
登場もあるとはいえ，神の名のもとに残虐な征服事業
を続けるピサロの姿は，このような反カトリック的な
意識を抱かせるものである。この意識もまた，ゴシッ
ク・ロマンスが流行していた同時代のフランス革命の
脅威と結びつけられて論じられてきたものである 32)。
ペルー征服以来の残酷なスペインのイメージは 18世
紀末にいたっても偏見と共に残っていたが，『ペルーの
スペイン人』が人気を集めていた時代においては，ス
ペインの恐ろしいイメージが同じカトリック国家のフ
ランスと結びついており，革命に対して感じられた脅
威の問題と大いに関係している。それがまた，反カト
リック的感情というゴシック・ロマンスとの繋がりを
示すものでもあるのだ。
本節ではイギリスにとってのスペイン，さらにフラ
ンスといった国外への視点からピサロのイメージを政
治的，歴史的に検証したが，果たして『ペルーのスペ
イン人』の人気は国内の政治方針を巡る状況と無関係
であろうか。むしろ，この劇の人気を引き起こす因子
は，さらにイギリス国内の政治的，歴史的状況にも求
め得るのではないだろうか。この点について，次節で
さらに考察を進める。

反奴隷制運動の高まりと 
『ペルーのスペイン人』の受容

前節までに考察したような政治的，歴史的状況を抱
えながら，コツェブーの劇におけるピサロを悪漢とし
て捉えれば，その残酷な行為に苦しめられたペルーの
民に観客や読者が同情の念を抱くのは自然であるし，
彼らを救うために立ち上がるアロンソやロラには正義
を見出しうる。またピサロを非難するラス・カサスの
姿の描き方は極めて人道主義的なものであり，『イン
ディアスの破壊についての簡潔な報告』を彷彿させる
人物像である。1800年にサミュエル・アージェント・
バーズリー（Samuel Argent Bardsley）がシェリダン
の『ピサロ』に関する論考を発表しているが，その中
でラス・カサスの性格は人間性（humanity）に敬意を
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この流れが反映する。1770年代から 1800年頃にかけ
て，アフリカ人奴隷の悲惨な境遇を描く詩や小説など，
多くの作品例が見られ，これらは読者の共感に訴え，
奴隷制度の廃止を主張するものであった。ただし，奴
隷制度の問題を文学作品に取り上げる動機は様々で
あった。大石和欣の研究が明らかにしているように，
メアリー・ロビンソン（Mary Robinson）やアン・イ
アズリー（Ann Yearsley）といった女性詩人は奴隷の
姿を女性の性差別問題に重ね合わせ，フェミニズム的
視点や体制批判的視点を含んでいる一方，国教会福音
派のハナ・モア（Hanna More）は反体制的立場では
なく，博愛主義による植民地の改善を目指すという福
音派の主張の範囲内で奴隷貿易を批判している 38)。政
治的，あるいは宗教的立場を異にしながらも，奴隷制
度という共通の社会問題が取り上げられ，各々の主張
が展開されていたのである。
このように，当時のイギリス文学において，奴隷制
度への批判は政治的，宗教的立場が異なっていても，
それぞれの主張を維持しつつ展開されていたわけだ
が，この批判の構図は 18世紀末における『ペルーのス
ペイン人』の人気と共通したところがある。つまり，
奴隷制度への強い反対意見が高まる中では，この悲劇
のペルー人に対しては憐憫や同情を抱きつつ，一方彼
らを虐待するスペイン人征服者たちには強い批判的視
線が向けられる。この点において大きく一致していれ
ば，観衆や読者の政治的，宗教的立場は必ずしも同じ
である必要はない。また，彼らの視点がイギリスの帝
国主義的な政策による植民地支配そのものへの批判に
基づく必要もない。むしろ，自国の政治的な立場の違
いを超えて残酷な奴隷の取り扱いへの批判，またペ
ルーの原住民に対して行ったスペイン人征服者の非道
な振る舞いへの批判が可能であるからこそ，『ペルーの
スペイン人』は多くのイギリス人読者，観客を熱狂さ
せることができたのである。
ただし，このような形で『ペルーのスペイン人』が
大きな反響を巻き起こしたのであれば，そこには危険
な側面が含まれていることにも留意しなければならな
い。奴隷貿易への反発はイギリスの政策に対する批判
であるが，『ペルーのスペイン人』でペルー人を酷使
し，虐待しているのは過去のスペインであり，観客や
読者はスペインの征服者たちを暴虐の輩として批判的
に捉える。そして，当時アフリカやカリブ海地域に進
めていた自国の拡張政策は忘れているか，もしくは見
て見ぬふりをすることになるのだ。多くの大衆がこの
悲劇に熱狂した一方，支配領域の拡大に伴う残酷な所
業の責任は専ら過去のスペインの歴史上の人物に見出
していたことになる。
厳しい抑圧や暴力を強いられたペルーの人々に対し

な白人という対照的な構図とその衝撃的内容は，『イン
ディアスの破壊についての簡潔な報告』に付せられた
挿絵（図 4）をも彷彿とさせる。スペインの征服者の
残酷さを示す演劇が熱狂的に受け入れられていた時代
において，物議を醸したクルックシャンクの絵とラス・
カサスの著作の挿絵との共通点は，同時代の国民的関
心事としてつながるものであり，単なる偶然として片
づけるべきではない。『ペルーのスペイン人』が直接的
に取り扱っている主題の中で，奴隷制や植民地支配の
問題は当時のイギリス国内の政治的問題と密接に結び
ついて人々の問題意識に訴えかけるものであったはず
である。この劇がイギリスで名声を獲得したまさにそ
の時代，これらの問題を巡って盛んに論争が繰り広げ
られていたのである。
奴隷制度廃止へ向けた動きは加速し，文学作品にも

図3　Isaac Cruikshank, “The Abolition of the Slave Trade, or 
The Inhumanity of Dealers in Human Flesh Exemplified in 
Captn. Kimber’s Treatment of a Young Negro Girl of 15 for 
her Virjen [sic] Modesty.” 36)

図 4　The Tears of the Indiansより 37)



35

市川

リカ人女性の特徴や文化が消されてしまう問題を
「フェミニスト・オリエンタリズム」という言葉で示し
ている 39)。『ペルーのスペイン人』におけるフェミニズ
ム批評的な考察は，ここでは論旨が拡大しすぎるため
に展開できないが，オリエンタリズムの問題はこの劇
においても極めて重要である。この概念について，エ
ドワード・W・サイードが『オリエンタリズム』
（Orientalism 1978）の中で次のように述べている。

オリエントとは，むしろヨーロッパ人の頭のなかで
つくり出されたものであり，古来，ロマンスやエキ
ゾチックな生きもの，纏綿たる心象や風景，珍しい
体験談などの舞台であった。40)

サイードがオリエントとして述べている地域は主に
アフリカやアジア，イスラム諸国であり，「オリエン
ト」の語に南米は含まれない。従って，ペルーを描い
た悲劇に直接的にこの言葉を適用することはできな
い。だが，『ペルーのスペイン人』における南米住民の
描き方には，アフリカ人奴隷貿易の問題を描くイギリ
ス文学作品のオリエンタリズムと近い様相を見出すこ
とができる。そしてこの劇作品の人気の背景には，他
ならぬイギリスの奴隷貿易を巡る文学作品の興隆があ
るのだ。
ピサロによる侵略当時のペルーの人々の反応につい
て，ここでその姿を歴史的に詳しく実証して示すこと
はできないが，大航海時代に書かれた様々な資料には
コツェブーの描き方とは異なる，好戦的で，時には野
蛮なペルーの民の様子も描かれている。しかし，コツェ
ブー作品におけるペルー人は極めて温厚であり，スペ
イン兵へとの戦闘は行われるものの，逆襲や復讐の場
面には焦点が当てられない。もちろん，実際のペルー
征服史においてスペインが行ったことには残虐な側面
が多く，ラス・カサスが告発したように，多くの無垢
なる民が不当な方法でその命を奪われている。だが，
それを踏まえても，コツェブーの劇に登場するペルー
人の姿をそのまま事実に基づくものとして受け止める
ことは，客観的な態度ではない。
また，文化批評としてのオリエンタリズムという語
が使われる遥か以前，『ペルーのスペイン人』が上演さ
れていた当時の人々にも，もっと素朴な形でこの概念
に近い意識が存在していた。現代の我々は，ヨーロッ
パ諸国が「他者」としての東洋の国々に対して現実か
ら遊離したイメージを持つことをオリエンタリズムと
称してまとめ，理想化されたペルーの被支配者にもそ
れに近いものを見出すことができる。しかし，『ペルー
のスペイン人』の受容に関して歴史的な検証を進める
と，このような概念を適用する以前より，既にペルー

て同情を抱くことは，奴隷貿易反対運動における奴隷
へのまなざしとも共通するものではあるが，ピサロに
よる征服を描いた『ペルーのスペイン人』にこのよう
な背景を重ね合わせると，イギリスの植民地政策への
問題意識は後景に退いてしまう。この悲劇作品は支配
者によって搾取される奴隷が描かれているという点に
おいて，反奴隷制を訴える文学作品と共通してはいる。
だが，『ペルーのスペイン人』への熱狂は，イギリスの
奴隷貿易を直接批判するものではなく，奴隷への残酷
な仕打ちの責任をステレオタイプ化されたスペイン
や，あるいは敷衍して考えれば，そのスペインに投影
される同時代のフランスに見出し，自国の責任から目
を逸らすものだったのだ。
スペインへの偏見や対立意識を含んだイギリスの歴
史を踏まえ，そして同時代には革命の勃発したフラン
スに対する関係，さらに国内での奴隷貿易を巡る論争，
このような状況に見舞われていたイギリスは『ペルー
のスペイン人』が観客や読者の心をつかむ上で，実に
好条件であったといえよう。だが，イギリスの奴隷貿
易への批判的意識が強まる中でこの劇作品に熱狂する
風潮が生まれても，批判の矛先はスペインやフランス
に向けられてしまう。人気の背景に国内の奴隷貿易へ
の問題意識があるとしても，それ自体への批判や反省
はかわし，奴隷貿易問題の残酷な元凶は他国，それも
対立関係にあった国へと投影されてしまったのであ
る。劇の作者がドイツ人であるということも，この劇
に夢中になったイギリス人が自らの責任に直接向き合
わなかった要因となりうるものである。
では，こういった歴史的背景によってピサロのよう
なスペインの征服者にイギリスにとっての脅威や悪逆
なイメージが重ねられているのに対し，ペルーの民は
どのようなイメージで描かれているのか。実はそこに
もまた問題があり，最後にその点について指摘してお
きたい。スペインによって残酷な方法も行使されて征
服されたペルーの人々は，コツェブーの演劇において
純朴で友情に厚く，被害者としての側面に重きが置か
れている。正義がペルーの人々にあることは疑いの余
地のないことのように描かれているのだが，そこには
ある種の理想化を伴っていることも指摘しなくてはな
らない。作者，さらには翻訳者，翻案者にその意識が
なかったとしても，ピサロ達を悪として示す上で，彼
らに虐げられたペルーの人々を被害者として，また対
照的な民族として誇張を含めて描写している点につい
ては，慎重に読解する必要がある。
この問題は，先に考察した反奴隷制貿易を訴える文
学作品の特徴にも見られるものであり，大石は白人女
性がアフリカ人奴隷に共感，自己同一化し，自らの宗
教的信念や政治的大義に同化することで，本来のアフ
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ての役割とは対照的なペルー人の描写も，額面通りに
受け取ることのできない複雑な問題を抱えている。素
朴で正直で親しみやすい民族として描かれているペ
ルー人であるが，その言葉，行動，感情はみな一方的
にヨーロッパ人によって形成されたものであり，本来
のペルー人の声は直接響いていない。それはサイード
が『オリエンタリズム』で示したヨーロッパ文芸の典
型的な特徴によく当てはまるものである。
『ペルーのスペイン人』は，ゴシック的な悪漢ヒー
ローとしての素質を持つピサロら征服者側，さらに彼
らに虐待される被征服者側のペルー人双方を一つの舞
台上に描くことで生じる多くの問題を提起し，さらに
この作品が迎えられた同時代の国内外の政治的問題，
世紀をまたぎ海を越えた歴史的問題をも集約してい
る。この悲劇は，ゴシック・ロマンスやイギリス・ロ
マン主義文学研究のみならず，オリエンタリズムやポ
スト・コロニアリズムなど，様々な問題系へと接続す
る可能性を持っており，今後さらなる解読と議論とを
必要とする，重要な文献である。

＊本稿は 2018年 3月 16日，アメリカ，フロリダで行
われた The 39th International Conference on the 
Fantastic in the Artsにおいて口頭発表した “‘Pizarro’ 
as a Gothic Villain” を日本語にし，大幅に加筆・修正
を加えたものである。また，JSPS科研費 17K13413の
助成を受けた研究成果の一部でもある。
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